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熱帯山地林における低リン土壌への適応としての樹木根の形態と生理特性の関係
Linkage of root physiology and morphology as an adaptation to soil phosphorus impov-
erishment in tropical montane forests
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ボルネオ熱帯林はリン欠乏土壌の上に成立しているにも関わらず、高いレベルの生産性やバイオマスを維持している。
樹木根のリン獲得機構は森林の生産性/バイオマス維持に重要な貢献を果たしている可能性がある。しかしながら、樹木
地上部の特性（例えば葉の栄養塩濃度や光合成特性）に比べると樹木根の土壌リン欠乏に対する適応は分かっていない
ことが多い。本研究では、樹木根の土壌リン可給性への応答を明らかにするため、土壌リン可給性に大きな違いがある
３つのボルネオ熱帯山地林で根の形態的・生理的特性の変化を測定した。具体的には、３つの森林で合計３７優占樹種・
１４９個体の樹木実生を採取し、根のリン酸分解酵素活性（有機態リンから無機態リンを獲得する活性の指標）と根の
表面積、直径、組織密度を測定した。

その結果、樹木群集スケールでは土壌リン可給性が減少するにともない、根のリン酸分解酵素活性と根の単位重量あ
たりの表面積が上昇し、根の直径は減少した。この関係は複数の森林サイトに分布する単一の樹木種に着目しても定性
的には同じだった。根のリン酸分解酵素活性は根の表面積と有意な正の相関を示し、根の直径と有意な負の相関を示し
た。これは細い根が高いリン酸分解酵素活性を保持していることを示唆している。さらに我々は種レベルで根のリン酸
分解酵素活性と葉のリン濃度と比較し、有意な負の相関を見出した。これは根のリン獲得機構が葉のリン濃度に影響し
ている、あるいは葉のリン濃度が根のリン獲得機構に影響を与えていることを示唆している。

結論として、根の生理的・形態的特性は土壌リンの可給性にともなって変化した。さらに、樹木根の特性は葉のリン
濃度と同調して変化していた。土壌リン可給性の変化に伴う樹木の地上部・地下部特性の同調的かつ適応的な変化がボ
ルネオ熱帯山地林での生産性やバイオマスの維持に貢献しているのかもしれない。

キーワード: リン酸分解酵素活性,植物-土壌相互作用,樹木根,根表面積,土壌リン可給性,熱帯山地林
Keywords: Phosphatase activity, Plant-soil interactions, Tree roots, Root surface area, Soil phosphorus availability, Tropical
montane forests

1/1


